
観光を通して〝地域食材〟を堪能
地
域
食
材
で
の
料
理
体
験

「
手
作
り
感
」に
満
足
　
　

安
全
と
お
い
し
さ
に
は
　

手
間
が
か
か
る
こ
と
実
感

多
様
な
意
見
が
飛
び
出
す

地
域
も
意
欲
を
新
た
に
　

□
　
　
　
■

□
　
　
　
■

６
地
域
で

人
参
加

震
災
の
本
格
復
興
へ
要
望
書

日
商
　

修
旅
誘
致
支
援
な
ど
求
め
る

ＭＩＣＥ

人
材
育
成
の
未
来
語
る

横
浜
商
大
　

都
内
で
報
告
会
開
く

消費者庁
公　取　委

湯
迫
温
泉
に
措
置
命
令

沸
か
し
湯
を「
温
泉
」と
表
示

「私をスキーに連れてかなくても行くわよ」

安
倍
首
相

夫

人
　

東
北
観
光
と
ス
キ
ー
振
興
に
一
役

ユ
ニ
オ
ン
航
空
Ｓ

自
己
破
産
申
請
へ

帝
国
デ
ー
タ
調
べ

旧
志
摩
セ
ン
ト
ラ
ル
Ｈ

破
産
手
続
き
開
始
決
定

ナ
ル
ト
興
業
が

自
己
破
産
へ

楽
ト
ラ
ア
ワ
ー
ド


３
地
区
の
受
賞
施
設

　
農
林
水
産
省
は
、
観
光
関
連
企
業
・
団
体
な
ど
と

連
携
し
て
、
日
本
各
地
の
地
域
食
材
を
活
用
し
た
食

の
魅
力
や
意
義
を
全
国
の
消
費
者
に
伝
え
、
国
産
農

林
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
「
日
本
の
食
で

お
も
て
な
し
事
業
」を
推
進
し
て
い
る
。本
紙
で
は
、

事
業
の
意
義
や
目
的
に
触
れ
、
各
地
の
実
践
例
を
紹

介
し
て
「
観
光
分
野
に
お
け
る
地
域
食
材
の
活
用
」

を
後
押
し
し
て
い
く
。

新鮮な地魚「メダイ」を食材に使用した
「べっこう丼」作りに挑戦する参加者ら

家族が協力してヤブ
ツバキの実を砕く

意
見
を
交
わ
す
参
加
者

　
続
い
て
参
加
者
は
「
椿
油
絞
り

体
験
」
に
臨
ん
だ
。
椿
油
は
整
髪

剤
や
化
粧
品
だ
け
で
は
な
く
、
食

用
と
し
て
も
使
わ
れ
、
か
つ
て
は

島
全
体
で
広
く
使
わ
れ
て
い
た
。

椿
油
工
場
は

～

年
前
は
島
内

に

軒
近
く
あ
っ
た
が
、
現
在
は

５
～
６
軒
に
減
少
。
工
程
の
手
間

の
多
さ
と
重
労
働
、
担
い
手
の
高

齢
化
な
ど
が
そ
の
要
因
だ
。

　
体
験
施
設
「
大
島
ふ
る
さ
と
体

験
館
」
で
参
加
者
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
の
実
を
何
度
も
砕
き
、
ふ
る
い

に
か
け
て
蒸
し
、
圧
縮
機
で
絞
る

と
い
っ
た
工
程
の
説
明
を
受
け
た

後
、
当
時
使
わ
れ
て
い
た
も
の
を

復
元
し
た
道
具
を
使
っ
て
椿
油
絞

り
を
体
験
し
た
。
参
加
者
は
、
体

験
し
て
は
じ
め
て
大
変
な
重
労
働

だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
よ
う

だ
。「
こ
ん
な
に
大
変
な
の
か
…
」

と
次
々
に
驚
き
の
声
が
漏
れ
た
。

　
横
浜
市
の
会
社
員
、
永
野
悦
子

さ
ん
（

）
は
「
国
産
品
は
こ
ん

な
に
手
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と

を
目
の
当
た
り
に
し
、
安
全
だ
け

ど
高
価
だ
と
い
う
こ
と
が
理
解
で

き
る
」
と
納
得
の
表
情
。
ま
た
、

妹
の
長
谷
川
洋
子
さ
ん
（

）
は

「
あ
し
た
ば
や
椿
油
は
ス
ー
パ
ー

で
見
て
も
す
ぐ
に
は
買
わ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
目
の
前
で
教
え
て
い

た
だ
い
て
『
料
理
し
て
み
よ
う
』

『
使
っ
て
み
よ
う
』
と
思
え
る
よ

う
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

　
参
加
者
は
、
自
分
た
ち
で
絞
っ

た
油
を
使
っ
て
あ
し
た
ば
の
炒
め

物
を
試
食
し
た
。
あ
し
た
ば
茶
も

試
飲
。
同
館
を
運
営
す
る
農
事
組

合
法
人
大
島
観
光
農
園
の
代
表
理

事
、
菊
池
清
さ
ん
は
「
地
元
の
人

た
ち
が
食
べ
て
い
た
料
理
を
観
光

客
に
も
提
供
し
た
か
っ
た
」
と
、

昭
和

年
代
に
あ
し
た
ば
が
広
く

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯

を
説
明
。
さ
ら
に
「
生
葉
だ
け
で

は
流
通
先
が
限
ら
れ
る
。
『
何
と

か
加
工
品
を
』と
皆
考
え
て
き
た
」

と
あ
し
た
ば
茶
の
開
発
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
を
話
し
た
。

　
こ
の
後
、
参
加
者
は
ホ
テ
ル
に

戻
り
、
椿
油
と
地
元
の
魚
介
類
や

野
菜
を
使
っ
た
夕
食
「
椿
油
の
オ

イ
ル
フ
ォ
ン
デ
ュ
」を
堪
能
し
た
。

　
同
事
業
で
は
１
～
３
月
、
「
観

光
分
野
に
お
け
る
地
域
食
材
の
活

用
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
６
地
域
で

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
催
行
。
こ
の

う
ち
、
１
月

、

日
の
伊
豆
大

島
の
ツ
ア
ー
に
は
、
本
事
業
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
見
て
応
募
し
た

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
静
岡
在

住
の
５
～

歳
の
男
女

人
が
参

加
し
た
。
応
募
で
集
ま
っ
た
家
族

連
れ
や
夫
婦
、
友
人
同
士
な
ど
、

グ
ル
ー
プ
構
成
や
年
齢
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
幅
広
い
世
代
か
ら
高

い
関
心
が
得
ら
れ
た
。

　
最
初
の
訪
問
先
は
、体
験
施
設

「
カ
メ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
」。民
宿
経

営
の
増
山
賀
子
さ
ん
の
指
導
で
、

島
名
産
の
野
菜
「
あ
し
た
ば
」
を

使
っ
た
天
ぷ
ら
と
近
海
で
捕
れ
る

メ
ダ
イ
を
使
っ
た「
べ
っ
こ
う
丼
」

を
調
理
。
参
加
者
は
、
初
め
て
見

る
食
材
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
何

と
か
完
成
さ
せ
た
。
自
分
で
作
っ

た
料
理
の
味
は
ま
た
格
別
だ
。

　
増
山
さ
ん
は
、
民
宿
経
営
の
か

た
わ
ら
、
　

自
宅
前
の
農
園
で
あ

し
た
ば
を
栽
培
し
、
島
内
外
で
販

売
。
　

さ
ら
に
、
　

地
産
地
消
推
進

の
た
め
、
　

観
光
客
を
対
象
と
し

た
料
理
体
験
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
き
た
。

　
本
事
業
に
つ
い
て
は
「
地
域
食

材
の
消
費
拡
大
の
た
め
に
自
分
で

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
き
た
が
、

広
が
ら
な
か
っ
た
。
国
が
観
光
を

通
じ
て
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
の

事
業
は
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
」

と
歓
迎
。
「
私
も
積
極
的
に
関
わ

り
た
い
。
『
あ
し
た
ば
チ
ャ
ー
ハ

ン
』
と
い
っ
た
地
域
食
材
を
使
っ

た
創
作
料
理
の
開
発
も
進
め
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　
参
加
者
最
高
齢
の
埼
玉
県
志
木

市
の
笠
原
一
也
さ
ん
（

）
は
、

今
回
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
「
地

域
食
材
を
使
っ
た
料
理
体
験
な

ど
、
お
仕
着
せ
で
は
な
い
『
手
作

り
感
』が
あ
る
ツ
ア
ー
」と
評
価
。

「
農
水
省
が
観
光
と
連
携
し
て
地

域
食
材
の
消
費
拡
大
を
図
る
と
い

う
発
想
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

農
水
省
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
を

所
管
す
る
観
光
庁
や
自
治
体
、
地

域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ『
国
全
体
』

で
推
進
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を

込
め
た
。

　
２
日
目
は
、
こ
の
日
（
１
月


日
）
に
開
幕
し
た
「
椿
ま
つ
り
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や

メ
ー
ン
会
場
の
都
立
大
島
公
園
を

見
学
。
そ
の
後
、
元
町
港
近
く
の

す
し
店
「
寿
し
光
」
で
、
キ
ン
メ

ダ
イ
な
ど
の
地
魚
を
使
っ
た
に
ぎ

り
ず
し
と
あ
ら
汁
を
食
べ
、
意
見

交
換
会
に
臨
ん
だ
。

　
意
見
交
換
会
に
は
、
地
元
か
ら

大
島
町
議
で
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
経

営
す
る
高
橋
千
香
さ
ん
と
大
島
観

光
協
会
副
会
長
で
民
宿
を
経
営
す

る
小
池
祐
広
さ
ん
が
加
わ
っ
た
。

高
橋
さ
ん
は
同
協
会
の
「
島
ご
は

ん
島
お
や
つ
応
援
部
会
」
の
メ
ン

バ
ー
で
、
新
た
な
料
理
や
加
工
品

の
開
発
を
通
し
て
地
域
食
材
の
消

費
拡
大
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
埼
玉
県
戸
田
市
の
会
社
員
、
荒

井
陽
子
さ
ん
（

）
は
、
「
椿
油

が
食
用
だ
っ
た
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。
も
っ
と
島
外
に
広
く
知
っ
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
の
で
は
」
と

Ｐ
Ｒ
不
足
を
指
摘
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
高
橋
さ
ん
は
、

地
域
食
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て

い
る
島
内
の
飲
食
店
を
紹
介
し
た

冊
子
を
参
加
者
に
配
布
し
て
「
今

後
は
島
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て

い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
小
池
さ

ん
も
「
こ
れ
だ
け
首
都
圏
に
近
く

自
然
が
豊
か
と
い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ

し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　
一
行
は
、
地
元
農
家
が
新
鮮
な

農
産
物
を
持
ち
寄
り
販
売
し
て
い

る
「
ぷ
ら
っ
と
ハ
ウ
ス
」
に
立
ち

寄
っ
た
後
、
帰
途
に
つ
い
た
。

　
ツ
ア
ー
終
了
後
、
参
加
者
は
ア

ン
ケ
ー
ト
を
提
出
。
「
食
と
観
光

の
連
携
に
よ
り
地
域
食
材
の
消
費

拡
大
を
図
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
」

の
意
見
に
は
「
観
光
客
が
旅
行
中

に
消
費
で
き
る
地
域
食
材
は
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、
地
元
に
持
ち
帰

っ
て
魅
力
を
伝
え
る
土
産
を
充
実

さ
せ
る
、
お
取
り
寄
せ
の
シ
ス
テ

ム
を
作
り
、
島
と
つ
な
が
り
を
維

持
す
る
こ
と
も
消
費
拡
大
の
手
段

の
一
つ
に
な
る
の
で
は
」
と
い
う

示
唆
に
富
む
も
の
も
あ
っ
た
。

　
「
観
光
分
野
に
お
け
る
地
域
食

材
の
活
用
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
伊
豆
大
島
の

ほ
か
、
「
京
都
天
橋
立
・
丹
後
半

島
」
が
２
月

、

日
、
「
信
州

下
諏
訪
」
が
２
月

、

日
、

「
み
や
ぎ
大
崎
」
「
高
知
室
戸
」

「
宮
崎
県
」
が
そ
れ
ぞ
れ
２
月


日
、
３
月
１
日
に
１
泊
２
日
の
日

程
で
実
施
さ
れ
、
合
計
で
約
１
０

０
人
の
消
費
者
が
参
加
し
た
。

　
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、
地
域
の
食
材
を
生
か
し
た
料

理
を
食
べ
、
加
工
品
の
製
造
体
験

な
ど
を
し
た
ほ
か
、
観
光
関
係
者

と
の
意
見
交
換
会
に
臨
む
な
ど
、

消
費
者
の
目
線
か
ら
感
じ
た
意
見

を
述
べ
た
。

　
本
事
業
で
は
、
今
回
の
ツ
ア
ー

で
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や

ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
、
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
課
題
と
合
わ
せ
て
本

事
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す

る
こ
と
で
、
地
域
食
材
の
消
費
拡

大
に
つ
な
が
る
新
た
な
取
り
組
み

の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。

▲
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パ
ネ
ル
討
論
の
様
子

あ
い
さ
つ
す
る
昭
恵
夫
人

参
加
者
と
滑
る
昭
恵
夫
人
（
左

か
ら
２
人
目
）
＝
撮
影
・
大
下

桃
子
氏

　
ス
キ
ー
愛
好
家
と
し
て
知
ら

れ
る
安
倍
昭
恵
さ
ん
（
首
相
夫

人
）
が
、
東
北
観
光
と
ス
キ
ー

振
興
の
た
め
に
立
ち
あ
が
っ

た
。

　

年
代
ス
キ
ー
復
活
実
行
委

員
会
（
名
誉
会
長
＝
安
倍
昭
恵

さ
ん
、
会
長
＝
斎
藤
長
右
衛
門

・
蔵
王
温
泉
観
光
協
会
会
長
、

副
会
長
＝
岡
崎
彌
平
治
・
蔵
王

温
泉
観
光
協
会
副
会
長
）
を
組

織
し
、
２
月

日
～
３
月
１
日

の
３
日
間
、
ス
キ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
私
を
ス
キ
ー
に
連
れ
て
か
な

く
て
も
行
く
わ
よ
」
（
副
題
・

安
倍
昭
恵
と
行
く

年
代
の
ス

キ
ー
復
活
！
～
東
北
の
観
光
を

応
援
し
よ
う
～
）
を
山
形
県
の

蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
で
開
い

た
。

　
昭
恵
さ
ん
は
「
こ
の
冬
、
２

０
１
１
年
の
震
災
か
ら
４
年
目

を
迎
え
、
私
た
ち
の
支
援
の
か

た
ち
も
、
が
れ
き
の
処
理
や
物

資
の
運
搬
と
は
違
っ
た
段
階
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
も
ず

っ
と
東
北
の
み
な
さ
ん
と
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
と
願
い
な
が

ら
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
方
が

で
き
る
か
私
な
り
に
模
索
し
、

そ
の
答
え
の
う
ち
の
一
つ
が
、

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
楽
し
く
毎

年
続
け
ら
れ
る
こ
の
ス
キ
ー
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
」と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
上
で
「
地
元
産
業
の
活
性

化
に
わ
ず
か
で
も
お
役
に
た
て

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
か

ら
ま
た
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」
と
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
や
地

元
関
係
者
ら
に
語
り
か
け
た
。

　

日
の
前
夜
祭
で
は
、
グ
ロ

ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
の
堀
義
人

学
長
ら
ス
キ
ー
好
き
の
有
識

者
、
経
済
人
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
に
迎
え
て
、
ト
ー
ク
パ
ー

テ
ィ
ー
「
日
本
の
経
済
・
ア
ー

ト
・
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来
に
つ
い

て
」
を
タ
カ
ミ
ヤ
ビ
レ
ッ
ジ
ホ

テ
ル
樹
林
で
実
施
。
山
形
、
東

北
、
ス
キ
ー
産
業
の
発
展
を
模

索
し
た
。

　
有
名
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
よ

る
特
別
ス
キ
ー
レ
ッ
ス
ン
で

は
、
蔵
王
出
身
で
元
世
界
選
手

権
代
表
選
手
の
伊
東
秀
人
氏
、

元
全
日
本
代
表
の
我
満
嘉
治

氏
、山
崎
操
氏
、上
原
由
氏
ら
、

１
９
８
２
年
か
ら

年
ま
で
放

送
さ
れ
て
い
た
テ
レ
ビ
番
組

「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
の
出
演
者

が
集
結
。
参
加
者
は
、
憧
れ
の

ス
ー
パ
ー
ス
キ
ー
ヤ
ー
と
昭
恵

さ
ん
と
共
に
、
ス
キ
ー
レ
ッ
ス

ン
や
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
を
楽

し
ん
だ
。
ま
た
ス
キ
ー
を
し
な

い
参
加
者
の
た
め
に
「
温
泉
マ

イ
ス
タ
ー
が
ご
案
内
す
る
蔵
王

温
泉
外
湯
め
ぐ
り
」「
樹
氷
鑑
賞

ツ
ア
ー
」
な
ど
も
実
施
し
た
。

　

日
は
「
第

回
記
念
蔵
王

樹
氷
ま
つ
り
２
０
１
５
」
の
最

終
日
を
飾
る
花
火
大
会
も
行
わ

れ
た
。
参
加
者
は
、
ゲ
レ
ン
デ

に
特
設
さ
れ
た
巨
大
な
「
か
ま

く
ら
Ｂ
Ａ
Ｒ
」
で
ふ
る
ま
わ
れ

た
、
東
北
の
地
酒
や
海
産
物
を

堪
能
し
な
が
ら
、
大
輪
の
花
火

を
鑑
賞
し
た
。

年
代
の
デ
ィ

ス
コ
全
盛
期
を
再
現
し
た
デ
ィ

ス
コ
パ
ー
テ
ィ
ー
も
実
施
。
デ

ィ
ス
コ
会
場
内
で
は
「
山
形
芋

煮
」
「
山
形
牛
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
・
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
」
「
玉

こ
ん
に
ゃ
く
」
「
つ
や
姫
お
に

ぎ
り
」
「
い
が
も
ち
」
な
ど
の

地
元
料
理
を
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式

で
提
供
し
た
。

【
江
口
英
一
】

　
日
本
商
工
会
議
所
は
２
月


日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
本
格
復
興
に
向
け
、
４
年

間
の
検
証
と
次
の
６
年
、
お

よ
び
そ
の
先
を
見
据
え
た
対

応
を
求
め
る
要
望
書
を
ま
と

め
、関
係
省
庁
に
提
出
し
た
。

復
旧
・
復
興
の
進
捗
状
況
に

差
が
生
じ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
２
０
１
５
年
度
ま
で

と
さ
れ
て
い
る
集
中
復
興
期

間
に
お
け
る
事
業
の
着
実
な

実
施
を
求
め
る
と
と
も
に
、


年
度
以
降
の
復
興
の
工
程

や
具
体
的
施
策
を
早
期
に
示

す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。

　
要
望
書
に
は
「
交
流
人
口

の
回
復
・
拡
大
に
向
け
た
観

光
振
興
の
取
り
組
み
へ
の
支

援
」
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
東
北
６
県
や
関
東
地
方
沿

岸
部
で
観
光
客
数
が
い
ま
だ

震
災
前
の
水
準
に
回
復
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
復
興
庁

や
観
光
庁
、
文
部
科
学
省
な

ど
に
①
修
学
旅
行
誘
致
へ
の

支
援
②
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

な
ど
へ
の
支
援
③
外
国
人
観

光
客
の
誘
客
に
向
け
た
環
境

整
備
―
を
求
め
た
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
子
供
農

山
漁
村
交
流
な
ど
へ
の
積
極

的
な
支
援
や
、
防
災
・
震
災

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
よ

る
復
興
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
地
域

の
伝
統
産
業
の
体
験
ツ
ア

ー
、
東
北
で
実
施
さ
れ
る
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
の
連
動
な
ど
、
修

旅
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み

の
支
援
の
ほ
か
、
保
護
者
対

象
の
啓
発
活
動
を
展
開
す
べ

き
だ
と
し
た
。

　
②
で
は
、
里
山
文
化
や
三

陸
地
方
の
食
・
海
・
歴
史
文

化
な
ど
を
生
か
し
た
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
国
際
的
な

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
の
開

催
・
誘
致
を
は
じ
め
、
自
然

環
境
を
活
用
し
た
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ト
・
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ

ム
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
な
ど
の

取
り
組
み
支
援
を
挙
げ
た
。

　
③
で
は
、
風
評
被
害
の
払

拭
に
向
け
た
国
内
外
へ
の
正

確
な
情
報
発
信
の
強
化
に
加

え
、
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

環
境
の
整
備
、
東
北
地
方
の

空
港
へ
の
格
安
航
空
会
社

（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
誘
致
な
ど
、

外
客
の
受
け
入
れ
態
勢
の
構

築
・
強
化
を
求
め
た
。

【
内
井
高
弘
】

　

訂
正
　
２
月

日
付


面
の
大
阪
観
光
大
学
の
記
事

中
、
加
藤
素
明
教
授
の
肩
書

で
「
吹
奏
学
部
顧
問
」
と
あ

る
の
は
、
正
し
く
は
「
吹
奏

楽
部
顧
問
」
で
す
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
４
月
に
観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
学
科
を
開
設
す
る
横
浜
商

科
大
学
（
柴
田
悟
一
学
長
）

は
２
月

日
、
「
地
域
産
業

活
性
化
の
た
め
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
人
材
育
成
事
業
成

果
報
告
会
『
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
人
材

育
成
の
未
来
』
」
を
品
川
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
い
た
。

　
２
０
１
４
年
度
文
部
科
学

省
委
託
事
業
で
あ
る
「
成
長

分
野
等
に
お
け
る
中
核
的
専

門
人
材
養
成
等
の
戦
略
的
推

進
（
観
光
分
野
）
」
の
成
果

報
告
を
第
１
部
で
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
人
材
育
成
の
未
来
を
第

２
部
で
行
っ
た
。

　
文
科
省
高
等
教
育
局
専
門

教
育
課
の
小
谷
直
和
課
長
補

佐
は
来
賓
あ
い
さ
つ
で
、
本

委
託
事
業
の
目
的
に
つ
い
て

「
観
光
分
野
は
わ
が
国
の
成

長
産
業
の
一
つ
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

補
助
事
業
を
通
じ
て
、
産
業

界
と
大
学
が
膝
詰
で
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
作
成
、
実
施
す
る

こ
と
で
、
産
業
界
が
求
め
る

人
材
を
大
学
が
育
成
す
る
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
た
。

　
第
１
部
で
は
、
今
回
の
事

業
で
作
成
し
た
ｅ
‐
ラ
ー
ニ

ン
グ
教
材
や
、
テ
キ
ス
ト
ブ

ッ
ク
「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
ビ
ジ
ネ
ス

概
論
」
、
冊
子
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
人
材
育
成
指
導
者

用
テ
キ
ス
ト
」な
ど
を
紹
介
。

第
２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
日
本
政
府

観
光
局
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘

致
部
の
川
﨑
悦
子
次
長
、
川

島
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
代
表
で
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
大
使
の

川
島
久
男
氏
、
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
の
徳
永
清
久
執
行
役

員
、
多
摩
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
部
の
市
岡

弘
子
教
授
が
登
壇
し
、
横
浜

商
科
大
学
貿
易
・
観
光
学
科

の
宍
戸
学
教
授
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

　
各
氏
か
ら
は
次
の
よ
う
な

意
見
や
示
唆
が
あ
っ
た
。「
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
高
い
経
済
効
果
が

期
待
で
き
る
分
野
。イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
提
供

し
、国
や
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

力
向
上
に
も
資
す
る
」（
川
﨑

氏
）、「
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
観
光
の

延
長
線
上
に
あ
る
の
で
は
な

い
。長
期
的
視
野
に
た
っ
て

専
門
人
材
を
育
成
す
る
必
要

が
あ
る
」（
川
島
氏
）、「
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
は
ホ
テ
ル
に
と
っ
て
①

予
約
の
時
期
が
早
い
②
消
費

額
が
大
き
い
③
季
節
変
動
が

少
な
い
④
景
気
に
左
右
さ
れ

に
く
い
―
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

利
点
が
あ
る
」（
徳
永
氏
）、

「
国
内
の
大
学
で
は
、
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
の
専
門
コ
ー
ス
や
体
系

的
科
目
配
置
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
『
総
合
的
視
点
』
か
ら

の
観
光
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
海

外
の
大
学
で
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

や
イ
ベ
ン
ト
経
営
の
専
門
コ

ー
ス
が
多
数
あ
り
、
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
『
経
営
学
』
の
視

点
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
が
必
須
化
さ
れ
て
い

る
」
（
市
岡
氏
）
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
２

月

日
、
ユ
ニ
オ
ン
航
空
サ

ー
ビ
ス（
愛
知
県
豊
橋
市
、代

表
・
井
本
昌
氏
、資
本
金
４
千

万
円
）が
同

日
に
事
業
を

停
止
し
、
事
後
処
理
を
弁
護

士
に
一
任
、
自
己
破
産
申
請

の
準
備
に
入
っ
た
と
発
表
し

た
。
負
債
は
約
１
億
円
と
み

ら
れ
る
が
、流
動
的
と
い
う
。

　
同
社
は
１
９
７
３
年

月

設
立
の
旅
行
業
者
。
地
元
法

人
や
個
人
に
対
し
て
自
社
が

主
催
す
る
国
内
旅
行
販
売
の

ほ
か
、
他
社
の
企
画
す
る
国

内
・
海
外
旅
行
の
販
売
代
理

を
行
っ
て
い
た
。
ピ
ー
ク
時

の

年
８
月
期
は
売
上
高
約

７
億
１
千
万
円
を
計
上
。

　
そ
の
後
は
景
気
低
迷
に
よ

る
旅
客
の
減
少
や
業
界
大
手

と
の
競
合
が
厳
し
く
、
同
業

他
社
と
比
較
し
て
旅
行
企
画

力
の
弱
さ
を
払
拭
で
き
ず
、

業
績
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て

い
た
。
２
０
１
４
年
１
月
に

は
第
１
種
旅
行
業
か
ら
第
２

種
に
業
態
を
変
更
。
主
催
す

る
国
内
旅
行
企
画
に
旅
館
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
お
よ
び
観

光
名
所
の
飲
食
店
の
利
用
を

盛
り
込
み
、
各
施
設
か
ら
の

リ
ベ
ー
ト
収
入
の
増
加
で
収

益
改
善
を
目
指
し
た
が
、
売

り
上
げ
増
加
、
収
益
改
善
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
２

月

日
、
ホ
テ
ル
経
営
の
エ

ス
・
エ
ス
（
旧
志
摩
セ
ン
ト

ラ
ル
ホ
テ
ル
、
三
重
県
志
摩

市
、
資
本
金
１
千
万
円
）
が

同
３
日
に
津
地
裁
伊
勢
支
部

か
ら
破
産
手
続
き
開
始
決
定

を
受
け
た
と
発
表
し
た
。
負

債
は
金
融
債
務
を
主
体
に
約


億
２
千
万
円
の
見
込
み
。

　
創
業
当
初
、
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
の
経
営
を
行
っ
て
い
た

が
、

年

月
に
志
摩
セ
ン

ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
ソ
シ
ア
を
開

業
。
地
下
１
階
地
上
９
階
建

て
、
客
室
１
５
９
、
収
容
人

員
２
８
０
人
と
同
地
区
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
っ
て

い
た
。

　
し
か
し
、
当
初
か
ら
集
客

数
が
計
画
を
下
回
る
状
況
が

続
き
、

年
３
月
に
は
金
融

機
関
が
設
定
し
て
い
た
抵
当

権
が
サ
ー
ビ
サ
ー
に
債
権
譲

渡
さ
れ
る
な
ど
経
営
悪
化
が

表
面
化
。

年
３
月
に
ホ
テ

ル
を
売
却
し
て
事
業
活
動
を

停
止
し
、
債
務
の
整
理
を
進

め
て
い
た
が
、
ホ
テ
ル
売
却

代
金
で
の
弁
済
を
果
た
せ

ず
、今
回
の
措
置
と
な
っ
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
２

日
、
宿
泊
施
設
経
営
の
ナ
ル

ト
興
業
（
徳
島
県
鳴
門
市
、

資
本
金
３
千
万
円
、
従
業
員


人
）
が
２
月

日
に
徳
島

地
裁
へ
自
己
破
産
を
申
請

し
、
同
日
破
産
手
続
き
開
始

決
定
を
受
け
た
と
発
表
し

た
。
負
債
は
約

億
円
。

　
同
社
は
「
鳴
門
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
」
な
ど
を
取
得
し
、

ホ
テ
ル
業
を
開
始
。
そ
の
後

は
「
ホ
テ
ル
ロ
ー
タ
ス
」
を

新
築
す
る
ほ
か
、
旅
館
「
鯛

丸
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

な
ど
積
極
的
な
設
備
投
資
を

実
施
。
ピ
ー
ク
時
に
は

億

円
近
い
売
上
高
を
計
上
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
は
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景

気
低
迷
や
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
自
粛
ム
ー
ド
な
ど
で
集

客
が
低
迷
し
、
食
材
費
や
燃

料
費
の
高
騰
か
ら
収
益
も
悪

化
。
多
額
の
借
入
金
負
担
も

重
荷
と
な
っ
て
い
た
。

　
楽
天
は
こ
の
ほ
ど
、
「
楽

天
ト
ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド
２
０

１
４
」
の
３
地
区
の
受
賞
施

設
を
発
表
し
た
。

　
●
北
関
東
地
区

　
総
合
部
門
・
シ
テ
ィ
・
ビ

ジ
ネ
ス
部
門

　
金
賞
＝
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ホ

テ
ル
宇
都
宮
駅
前
ア
ネ
ッ
ク

ス
▽
銀
賞
＝
ホ
テ
ル
ア
ー
ル

・
メ
ッ
ツ
宇
都
宮
▽
敢
闘
賞

＝
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル
宇

都
宮
駅
前
、
ア
パ
ホ
テ
ル
高

崎
駅
前
、
ホ
テ
ル
メ
ッ
ツ
水

戸

　
総
合
部
門
・
プ
レ
ミ
ア
ム

部
門

　
金
賞
＝
那
須
温
泉
ホ
テ
ル

エ
ピ
ナ
ー
ル
那
須
▽
銀
賞
＝

草
津
温
泉
湯
宿
季
の
庭
▽
敢

闘
賞
＝
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
高
崎
、
塩
原
温
泉
四
季

味
亭
ふ
じ
や
、
ホ
テ
ル
ベ
ス

ト
ラ
ン
ド

　
総
合
部
門
・
レ
ジ
ャ
ー
部

門　
金
賞
＝
那
須
温
泉
ホ
テ
ル

サ
ン
バ
レ
ー
那
須
▽
銀
賞
＝

草
津
温
泉
ホ
テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
▽
敢
闘
賞
＝
水
上
温
泉
水

上
ホ
テ
ル
聚
楽
、
那
須
温
泉

モ
ン
ゴ
リ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
テ
ン

ゲ
ル
、
伊
香
保
温
泉
旅
館
ふ

く
ぜ
ん

　
総
合
部
門
・
リ
ト
ル
ス
タ

ー
賞
＝
リ
ゾ
ー
ト
菊
ホ
テ
ル

　
個
別
部
門
・
お
客
さ
ま
ア

ン
ケ
ー
ト
大
賞

　
シ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

＝
喜
代
美
旅
館
▽
プ
レ
ミ
ア

ム
部
門
＝
塩
原
温
泉
割
烹
旅

館
湯
の
花
荘
▽
レ
ジ
ャ
ー
部

門
＝
草
津
温
泉
湯
宿
え
だ
屋

　
個
別
部
門
・
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
賞
＝
那
須
温
泉
ホ
テ
ル

エ
ピ
ナ
ー
ル
那
須

　
個
別
部
門
・
大
躍
進
賞
＝

那
須
温
泉
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

ラ
フ
ォ
ー
レ
那
須

　
個
別
部
門
・
ベ
ス
ト
パ
ー

ト
ナ
ー
賞
＝
鬼
怒
川
温
泉
鬼

怒
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
●
首
都
圏
地
区

　
総
合
部
門
・
シ
テ
ィ
・
ビ

ジ
ネ
ス
部
門

　
金
賞
＝
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
品

川
駅
前
▽
銀
賞
＝
ア
パ
ホ
テ

ル
東
京
潮
見
駅
前
▽
敢
闘
賞

＝
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
高
輪
、
ホ

テ
ル
サ
ー
ド
二
ク
ス
東
京
、

ア
ー
バ
イ
ン
東
京
・
羽
田
蒲

田　
総
合
部
門
・
プ
レ
ミ
ア
ム

部
門

　
金
賞
＝
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ

テ
ル
プ
ラ
ナ
東
京
ベ
イ
▽
銀

賞
＝
サ
ン
ル
ー
ト
プ
ラ
ザ
東

京
▽
敢
闘
賞
＝
三
井
ガ
ー
デ

ン
ホ
テ
ル
汐
留
イ
タ
リ
ア

街
、横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル
東
急
、

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
Ｌ
Ｅ
　
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ

　
総
合
部
門
・
レ
ジ
ャ
ー
部

門　
金
賞
＝
癒
し
め
ぐ
り
の
宿

夢
み
さ
き
▽
銀
賞
＝
鹿
の
音

が
こ
だ
ま
す
る
御
宿
離
れ
花

山
水
▽
敢
闘
賞
＝
御
宿
竹
取

物
語
、
こ
み
な
と
漁
師
料
理

海
の
庭
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ヒ
ル

ズ
迎
賓
館

　
総
合
部
門
・
リ
ト
ル
ス
タ

ー
賞
＝
海
鮮
問
屋
の
宿
く
ろ

し
お

　
個
別
部
門
・
お
客
さ
ま
ア

ン
ケ
ー
ト
大
賞

　
▽
シ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
部

門
＝
ホ
テ
ル
コ
コ
・
グ
ラ
ン

北
千
住
▽
プ
レ
ミ
ア
ム
部
門

＝
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル

東
急
▽
レ
ジ
ャ
ー
部
門
＝
民

宿
ま
ぐ
さ

　
個
別
部
門
・
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
賞
＝
ノ
ン
ス
モ
ー
カ
ー
ズ

ホ
テ
ル
、
ホ
テ
ル
サ
ー
ド
二

ク
ス
上
野
、
ア
パ
ホ
テ
ル
渋

谷
道
玄
坂
上
、
上
野
東
金
屋

ホ
テ
ル

　
個
別
部
門
・
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
賞
＝
京
急
Ｅ
Ｘ
イ
ン
品

川
駅
前

　
個
別
部
門
・
大
躍
進
賞
＝

シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
芝
弥
生

　
個
別
部
門
・
ベ
ス
ト
パ
ー

ト
ナ
ー
賞
＝
ス
ー
パ
ー
ホ
テ

ル
横
浜
関
内

　
個
別
部
門
・
楽
パ
ッ
ク
賞

＝
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
●
甲
信
越
地
区

　
総
合
部
門
・
シ
テ
ィ
・
ビ

ジ
ネ
ス
部
門

　
金
賞
＝
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
ホ

テ
ル
新
潟
駅
前
▽
銀
賞
＝
ホ

テ
ル
デ
ィ
ア
モ
ン
ト
新
潟
西

▽
敢
闘
賞
＝
ア
パ
ホ
テ
ル
新

潟
古
町
、
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
＆

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

新
潟
、
ホ
テ
ル
ナ
ガ
ノ
ア
ベ

ニ
ュ
ー
、
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
新

潟
、
ホ
テ
ル
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ

長
野

　
総
合
部
門
・
プ
レ
ミ
ア
ム

部
門

　
金
賞
＝
白
骨
の
名
湯
泡
の

湯
▽
銀
賞
＝
ホ
テ
ル
日
航
新

潟
▽
敢
闘
賞
＝
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
新
潟
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
、
ホ

テ
ル
サ
イ
プ
レ
ス
軽
井
沢
、

積
翠
寺
温
泉
坐
忘
庵
、
富
士

川
河
口
湖
温
泉
湖
南
荘

　
総
合
部
門
・
レ
ジ
ャ
ー
部

門　
金
賞
＝
湖
楽
お
ん
や
ど
富

士
吟
景
▽
銀
賞
＝
エ
ン
ゼ
ル

グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
越
後
中
里
▽

敢
闘
賞
＝
富
士
河
口
湖
温
泉

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
、
ホ
テ
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
ト

旧
軽
井
沢
、
ド
ー
ミ
ー
倶
楽

部
軽
井
沢
、
瀬
波
温
泉
瀬
波

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
ぎ
の

や
、
白
樺
リ
ゾ
ー
ト
池
の
平

ホ
テ
ル

　
総
合
部
門
・
リ
ト
ル
ス
タ

ー
賞
＝
割
烹
旅
館
み
な
み

家　
個
別
部
門
・
お
客
さ
ま
ア

ン
ケ
ー
ト
大
賞

　
シ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

＝
ホ
テ
ル
楽
せ
り
な
▽
プ
レ

ミ
ア
ム
部
門
＝
赤
倉
温
泉
赤

倉
観
光
ホ
テ
ル
▽
レ
ジ
ャ
ー

部
門
＝
小
梨
の
湯
笹
屋

　
個
別
部
門
・
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
賞
＝
富
士
河
口
湖
温
泉
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
、
湖
楽
お
ん
や
ど
富
士
吟

景　
個
別
部
門
・
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
賞
＝
白
樺
リ
ゾ
ー
ト
池

の
平
ホ
テ
ル

　
個
別
部
門
・
大
躍
進
賞
＝

双
泉
の
宿
朱
白

　
個
別
部
門
・
ベ
ス
ト
パ
ー

ト
ナ
ー
賞
＝
ド
ー
ミ
ー
倶
楽

部
軽
井
沢

　
消
費
者
庁
と
公
正
取
引
委

員
会
は
２
月

日
、
有
限
会

社
「
湯
迫
温
泉
」
（
岡
山
市

北
区
、
河
田
清
忠
社
長
）
に

対
し
、
景
品
表
示
法
違
反

（
優
良
誤
認
）
に
よ
り
再
発

防
止
を
求
め
る
措
置
命
令
を

出
し
た
。

　
同
庁
の
発
表
に
よ
る
と
、

同
社
は
「
湯
迫
温
泉
　
白
雲

閣
」「
湯
迫
温
泉
　
健
康
村
」

を
運
営
。

　
２
０
０
４
年
２
月
ご
ろ
か

ら
自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
岡
山
市
の
温

泉
観
光
サ
イ
ト
「
岡
山
市
温

泉
情
報
・
予
約
ネ
ッ
ト
」で
、

「
九
種
類
の
湯
め
ぐ
り
三
昧

（
中
略
）
九
種
類
の
温
泉
が

ご
ざ
い
ま
す
」
「
遊
び
心
が

そ
そ
ら
れ
る
、

種
類
の
湯

め
ぐ
り
（
中
略
）
全

種
類

の
温
泉
が
、
湯
遊
び
心
を
く

す
ぐ
り
ま
す
」
な
ど
と
表
示

し
、
一
部
に
は
効
能
も
記
載

し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
実
際
は
２
種
類

だ
け
で
、
そ
の
他
は
井
戸
水

を
沸
か
し
て
い
た
だ
け
な

ど
、
温
泉
を
使
用
し
て
い
な

か
っ
た
。


